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研究成果の概要（和文）：両親の抑うつと幼児の行動について量的研究及び実験室状況における観察により検討した。
まず、夫婦ペア縦断データ分析から、母親と父親の産後５週の抑うつが、産後1年の夫婦関係の機能、養育態度を介し
て4歳児の問題行動を予測するモデルを検討した。また、4歳児の父母子の観察により、親の子どもへの態度、子どもの
親への態度、子どもの遊びへの取り組み、家族コミュニケーションの特徴の観点から検討した。その結果、親の応答性
、家族の親密性・個別性、柔軟性、子どもの遊びの質のよい群と、やりとりが否定的・侵入的、子どもの父母への指示
・命令の２群が見いだされた。この２群間で子どもの多動傾向や母親の抑うつ得点に差が認められた。

研究成果の概要（英文）：We used the structural equation modelling technique to examine the effect of 
parental depression on parenting style and marital functioning 5 months and 1 year after birth, and 
behavioral problems in 4-year old children using longitudinal data. Furthermore, we observed 
mother-father-child interactions in a laboratory setting. Our assessment of parent-child attitudes and 
family communication revealed two types of interaction: one characterized by responsive parents and 
intimate parent-child interactions, high-quality play and family functioning that allowed individuality 
and flexibility, and the other characterized by negative, intrusive and harsh parenting and strict rules, 
an authoritarian attitude on the part of the parents, and children’s loss of respect for their parents. 
The incidence of hyperactive children and mothers’ depression scores were significantly different 
between groups.

研究分野：発達臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
 母親の抑うつが乳幼児との相互作用の質
に影響し、子どものアタッチメント形成や認
知機能の発達、行動特徴に寄与することは多
くの研究で示されてきている。しかし、家族
成員であり、母親や子どもにとって重要な対
象である父親の抑うつやその家族への影響
についての本邦での研究は限られている。他
国の研究結果では母親が産後抑うつの場合、
父親も産後抑うつになる可能性が高まるこ
とも示唆されており、その結果子どもへ発達
への影響は重大であることが推測される。父
親の抑うつを予測する要因や、母親の抑うつ
との相互の関係性についての検討が重要で
あるといえる。 
また、夫婦の良好な関係性は幼児の外在化
傾向や内在化行動との関連が指摘されてい
る（Grych, et al., 2003）。日本においても夫
婦関係が家庭の雰囲気に寄与し、子どもの抑
うつ傾向を予測すること（菅原ら, 2002）や、
良好な夫婦関係が母親の子どもへの否定的
な感情や不適切な養育態度を緩和すること
（安藤・無藤, 2009）などの縦断研究の結果
が示されている。従って、幼児の行動特徴を、
母親のみならず、父親の特徴や夫婦関係の特
徴を同時に検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 上記の問題意識から、研究 1では幼児期の
子どもの行動特徴に両親の抑うつ、養育態度、
夫婦関係がそれぞれどの程度影響している
のかを両親ペアの縦断データの分析により
明らかにすることを目的とする。研究２では、
4 歳児の家族の相互作用の特徴と、両親の抑
うつや子どもの行動特徴について、観察によ
る測定を通して検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究 1 
 2009 年に縦断研究に登録された夫婦に、質
問紙法による調査を実施した。 
 
研究 2 
(1)観察手続き及び観察指標作成：観察に用
いる指標と実験の手続きを検討するために、
４歳児のいる 5 家族に予備観察を実施した。 
(2)対象者・実施場所・実施時期：2009 年よ
り開始した縦断研究協力者に、観察実験研究
への協力を求め、参加希望の返信のあった家
族 22 組を対象に 2014 年 11 月から 2015 年 4
月に実施した。観察場所は実施者の大学（15）、
協力者宅近くの公民館（2）、協力者の自宅（5）
であった。 
(3)観察手続き：子どもが興味をもって取り
組める遊び場面と、軽いストレスを入れるこ
と、また家族の 3人のやりとりを観察できる
手続きを考案した。場面設定は、見本入りブ
ロック、おままごとセット、画用紙・クレヨ
ン・折り紙セットの３種類のオモチャをそれ
ぞれ東袋に入れてテーブルに置き、ビデオも

室内に設置し録画した。①【父子場面】遊び
場面（10 分）、片づけ場面（3 分）②【母子
場面】遊び場面（10 分）、片づけ場面（3分）
③【父母子場面】話し合いの手続きとし、遊
びの順番の効果を考慮して、対象者毎に手続
き 1、2で父子、母子を入れ替えて実施した。 
(4)観察指標：親の子どもへ態度の観点とし
て「肯定的な感情や態度」「応答性」「励まし」
「教育」を Parenting Interactions with 
Children: Checklist of Observations 
Linked to Outcomes(Roggman, et.al., 2013; 
PICCOLO)を参考に作成し、更に「侵入性」「否
定的な感情や態度」、子どもの特徴として「遊
び」や親への「指示・命令」「感情表現」の
指標を加えた。また話し合い場面での家族コ
ミュニケーションの特徴を、 FACES Ⅲ
(Olson,1985)および CFI(Leff,1985)を参考
に「個別性―巻き込み」「柔軟性・適応性」「親
密性」「批判・敵意」の観点を作成した。2名
の評定者で各ケースの評定を行い、一致しな
かった部分については話し合いによって評
定を決定した。 
 
４．研究成果 
研究 1 
産後 5 週、1 年、3 年の父母それぞれの抑
うつ得点が、産後１年の夫婦関係の機能、養
育態度を介して4年目の子どもの問題行動に
寄与するモデルを検討した。その結果、母親
の抑うつは産後1年の夫婦関係の機能に負の
パス、否定的な養育態度に正のパスが認めら
れ、抑うつから子どもの問題行動への寄与が
認められた。一方、父親の抑うつは肯定的な
養育態度に負の影響を与え、子どもの問題行
動へはパスがつながらなかった。本解析から、
父母の抑うつは、夫婦関係の機能を低下させ
ること、養育態度に影響することが明らかに
なった。また、抑うつから子どもの行動への
パスは母親からしか出なかったことから、 
日本では父親の養育への関わりが限定的で
あることが推測された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究 2 
母子、父子の関係性の指標と家族コミュニ
ケーションの指標をコレスポンデンス分析
により検討した。母子、父子ともに第 1，2
象限に「励まし」「応答性」「教育」、第 3，第
4 象限に「侵入性」、「否定的な感情や態度」



が付置された。研究 2における親子の相互作
用の特徴はこの 2群に分けて検討した。更に
子どもの遊びや感情表現を加えたコレスポ
ンデンス分析では、第 1，2 象限に応答性や
励ましに加えて、家族の「親密性」「個別性」
「柔軟性・適応性」子どもの「遊びの特徴」
が近接し、「侵入性」や「否定的表現」のあ
る第 3，4 象限には子どもの父母への「感情
表現」、父母への「指示・命令」、話し合い場
面での「子どもの意見への（親の）巻き込ま
れ」がプロットされた。親の関わりと子ども
の遊びや感情表現、家族のコミュニケーショ
ンの質の関連が示唆された。 
一方、母子、父子での遊び場面では応答的
に関わっていた親が、父母子での話し合い場
面になると、子どもに対して「否定的な感情
や態度」や、からかったり茶化すなどの「侵
入性」などの特徴が認められたり、パートナ
ーに対して「批判・敵意」が表出され、二者
では落ちついて遊んでいた子どもが、家族場
面では混乱したり、話し合いに加わらない家
族も認められた。子どもの適応を予測するた
めには親子関係に加えて夫婦関係を含めた
家族の特徴をとらえていくことが重要であ
ることが示唆された。 
 更に、SDQ を①行為、②多動・不注意、③
情緒、④仲間関係、⑤向社会性の５つのサブ
スケールに分けた（Matsuishi 他,2008）。EPDS
の項目から抑うつ得点を算出し、MLS は 5 項
目の総得点の平均値を算出した。両群間の得
点の分布の相違が有意であるかどうかを検
討 す る た め に 、 母 親 、 父 親 別 に
Kruskal-Wallis の検定を行ったところ、母親
において SDQ 多動得点と EPDS 得点が有意で
あること示された（p< .05）。母親のその他
の尺度と父親には有意な分布の差は認めら
れなかった。母子の関係性が応答励ましタイ
プ群よりも侵入性タイプ群の方が、子どもの
行動に多動傾向が多く、母親の抑うつ得点が
高いことが見出された。以上のことから、4,5
児の親子相互作用の関係性には、母親の捉え
る子どもの多動傾向と母親の抑うつが関連
していることが示唆された。 
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